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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、性と生殖の現場として「家」と「遊所」を取り上げ、性と生殖の近
世から近代への変化を明らかにすることにある。そのため、近世の妊娠・出産管理制度をめぐる史料群や日常の
営みに関する史料群、｢家｣の当主である男たちの日記、性をめぐる禁忌、人々がいのちを繋ぐためにおこなった
乳のやり取りなどを手がかりに、性と生殖の近世から近代への変化を探った。　
その結果、いのちを繋ぐ営みの中核に位置する性と生殖の近世から近代への変化を明らかにすることは、｢家｣の
維持・存続への人々の願望や｢家｣と「遊所」の関係の歴史的変化を明らかにするためにも有効であることが明ら
かとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify "Ie" and "prostitute quarters" as 
sexual and reproductive sites, and to clarify a historical changes about the sexuality and 
reproduction through early-modern to modern Japan. To explore the historical changes of sex and 
reproduction from early modern to modern, I used historical documents related to the childbirth 
administration and the daily life, the diaries of men who are the head of "Ie", connecting with the 
people's contraindications on sex, and how people exchange their milk to bring the babies for the 
life-linking. 
As a result, this study revealed that to focus on the sexuality and reproduction, both of which are 
the core of life-linking, is effective to clarify the desires of people for a sustainment on their 
family line or the system of "Ie". This process is also effective to clarify the historical changes 
of the relationship between "Ie" and "prostitute quarters" from early-modern to modern.

研究分野： ジェンダー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、人々のいのちをつなぐ営みである性と生殖の二つの現場として「家」と「遊所」を取り上げ、
そこに生きた女と男の経験の側から、性と生殖の近世から近代への展開を明らかにしようとした点にある。
本研究では、性格の異なる史料群を重ね合わせ、性と生殖の現場に即して、女と男が抱えた性と生殖をめぐる矛
盾や葛藤を社会的諸関係の中で読み解くことを意図した。それは、「生きること」の問い方を模索する試みと同
時に史料料読解の方法の開拓という点でも、社会的意義を有する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）2000 年以降、塚本学『生きることの近世史』（2001 年）、倉地克直『徳川社会のゆらぎ』
（2008 年）、『生きることの歴史学』（2015 年）など、「いのち」と｢生きること｣の視座から近 
 世史像の再構築を試みる研究が登場してきた。これらの研究では、人々のいのちを守る砦と 
 して「家」をとらえるとともに、性と生殖をめぐる問題を｢家｣の維持・存続と関わらせ、一 
人ひとりのいのちの視座から描き出す試みがなされつつある。 

 
（2）本研究は、これらの研究で提起された「いのち」の視座に学びつつ、さらにジェンダー
の視点から性と生殖の問題にせまるために、産む性とされた「家」の女性だけでなく性と生
殖のもう一つの場である「遊所」の「産む」ことを否定された遊女にも焦点をあて、近年の
ジェンダー視点からの遊所研究にも学び、｢家｣と「遊所」の関係性にも留意し、性と生殖の
近世から近代への重層的展開の解明を意図した。 

 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は、「いのち」とジェンダーの視点から、性と生殖の現場として「家」だけ
でなく「遊所」の性と生殖を取り上げ、今まで「家」の女に焦点をあてて行ってきた近世社
会の性と生殖をめぐる研究をさらに発展させるとともに、性と生殖の近世から近代への重層
的な展開を明らかにすることにある。 

 
（2）そのため本研究では、性と生殖管理、淫売女取締りに関する史料と当事者の経験に迫り
得る日記、性と生殖をめぐる禁忌など性質の異なる史料群を重ね合わせ、それらの史料群を
社会的諸関係のなかで読み解くことで、性と生殖をめぐって女と男が抱えた矛盾や葛藤の近
世から近代への展開を探ることで、「「いのち」とジェンダーの歴史学」を切り拓くことを目
的とする。 

 
３．研究の方法 
（1）本研究の課題を歴史学全体の動向のなかで明らかにするために、まず、いのちの視点から
近世史像の再構築を試みる近世史研究や近世の売春社会をめぐる遊郭社会論などの先行研究
の検討を行う。それと併行して、性と生殖の現場に即して考察するために、フィールドとす
る松江藩、東北の一関藩などの性と生殖をめぐる史料の発掘と収集、江戸の隠売女取締に関
する史料の収集を行い、マクロとミクロの両方の視点から分析を行う。 

 
（2）「いのち」とジェンダーの視座から、歴史のなかに生きた一人ひとりにそくして性と生殖
に関する分析を進めるために、女の身体と子どもの「いのち」の結節点に位置する「乳」に
焦点をあて、『柏崎日記』『桑名日記』などの日記分析を通して、人々が具体的にどのような
関係性のなかで「いのち」を繋いできたのかを探る。 

 
（3）性と生殖の二つの現場である、｢家｣と「遊所」の関係性に留意しつつ、近世から近代への
展開を探るための史料読解の方法についても合わせて追究する。 

 
４．研究成果 
（1）近世の人々の性と生殖をめぐる具体相と、その歴史的特質はどのようなものだったのか、
そこに生きた女と男の側から、その身体の経験に即し、女と男の関係をはじめとする社会的
関係のなかで追究することで、近世の性と生殖は、何よりも人々が生きる場である「家」の
維持・存続と結びついたものとしてあったことが明らかとなった。 

 
（2）近世の性と生殖は、「家」の維持・存続と結びついたものとしてあったが、｢家｣の中の女
と男の関係に閉ざされたものではなく、いのちをつなぐために、人々は、出産の危機を回避
するための「伽」や、貰い乳などの乳のやり取りなど、様々なネットワークを形成していた
こと、しかし近代になると、こうしたネットワークは切断され、母親の育児責任が強調され
ていくという近世から近代への見取り図を描くことができた。 

 
（3）一方、性と生殖は｢家｣にとっての危機をもたらすものでもあった。というのも出産は、時
に母と子の死を伴い、多すぎる子どもは｢家｣の維持・存続を危機に陥れたからである。その
ため、人々は避妊も含めた様々な出生コントロールや、出生間隔をあけるための長期授乳な
ど様々な方法を試みていたことも浮かびあがってきた。 

 
（4）近世後期に、人々の｢家｣の維持・存続の意識と結びつきながら広く流布していった性と生
殖をめぐる禁忌も、こうした文脈に位置づけて分析することで、人々の出生コントロールの
意識と結び付いていることが明らかとなり、今まで迷信として歴史の史料とみなされていな
かった性をめぐる禁忌などの史料群の分析が性と生殖の問題を明らかにするうえで必要なこ
とも見えてきた。 

 



（5）性と生殖の現場として「家」と「遊所」を関連付けて分析することで、近世後期の淫売女
取締は、｢家｣に属しつつ性を売る女たちは、生殖の場としての｢家｣と快楽としての性の場で
ある「遊所」という近世の性の装置と身分制を揺るがす存在であったことによるものであっ
たことも明らかとなった。しかし、近世の「売春社会」から近代の「大衆売春社会」への展
開を、近世の｢家｣から近代の｢近代家族」への展開と結びつけて歴史的に解明することは、今
後の課題として残されている。 
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